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●
塩
尻
市
と
袋
井
市
の「
水
」の
縁

　

昨
年
秋
、
袋
井
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
た
長
野
県 

塩
尻
市
は
、塩
尻
峠
や
善う

と

う

知
鳥

峠
、
鳥と

り
い居
峠
、
権ご

ん

べ

え

兵
衛
峠
な

ど
の
分
水
嶺
が
数
多
く
あ
る

ま
ち
で
す
。

　

塩
尻
市
に
降
る
雨
は
、
信

濃
川
水
系
の
奈
良
井
川
と
田
川
、天
竜
川
水
系
の
小
野
川
と
、

北
と
南
の
異
な
る
水
系
に
分
か
れ
、
日
本
海
と
太
平
洋
を
目

指
し
て
長
い
旅
を
始
め
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
袋
井
市
に
住
む
私
た
ち
が
日
ご
ろ
口
に
し
て
い

る
水
道
水（
天
竜
川
水
系
・
天
竜
川
か
ら
受
水
）は
、
姉
妹
都
市

で
あ
る「
塩
尻
市
か
ら
の
贈
り
物
」と
も
い
え
る
の
で
す
。

水み
ず
ば
し
ょ
う

芭
蕉
が
彩
る 

美
し
い
湖
畔
「
み
ど
り
湖
」

　

こ
れ
か
ら
見
ご
ろ
を
迎
え
る
塩
尻
市
の
「
水
」
の
名
所
の

一
つ
に
「
み
ど
り
湖
」
が
あ
り
ま
す
。

　

み
ど
り
湖
は
、
信
濃
川
水
系
の
最
も
上
流
に
あ
る
緑
豊
か

な
人
工
湖
で
、
春
は
水
芭
蕉
や
桜
、
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
な
ど
の

雑
木
林
が
美
し
く
茂
り
、
秋
の
紅
葉
も
見
ご
た
え
十
分
。
湖
畔

か
ら
の
穂ほ

だ
か
だ
け

高
岳
も
絶
景
で
す
。

　

中
で
も
、
今
の
季
節
に
特

に
見
ご
ろ
な
の
が
、
約
３
，０ 

０
０
株
の
水
芭
蕉
の
水
辺
。

例
年
４
～
５
月
に
、
白
い
可
憐

な
花
を
咲
か
せ
、
県
内
外
か

ら
訪
れ
る
多
数
の
観
光
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

水
の
縁
で
も
つ
な
が
る
塩

尻
市
。
こ
れ
を
機
会
に「
水
」

の
道
を
た
ど
っ
て
、
塩
尻
市

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
修
学
資
金
貸
与
制
度

◇
看
護
師
・
助
産
師
の
養
成
施
設
に
在
学
中
で
、
将
来
、

袋
井
市
民
病
院
ま
た
は
、
掛
川
市
・
袋
井
市
の
新
病
院

に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
方
に
資
金
を
貸
与
し
、
修
学
を

支
援
し
ま
す
。

貸
与
額　

月
額
３
万
円
（
返
済
は
無
利
子
で
す
）

貸
与
期
間　

貸
与
決
定
月
か
ら
養
成
施
設
卒
業
時
ま
で

返
済
免
除　

看
護
師
ま
た
は
、
助
産
師
の
免
許
取
得
後
、

す
ぐ
に
袋
井
市
民
病
院
ま
た
は
、
掛
川
市
・
袋
井
市
新

病
院
に
就
職
す
る
と
、
そ
の
勤
務
期
間
に
応
じ
て
貸
与

資
金
の
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◇
ほ
か
の
機
関
か
ら
同
様
の
資
金
貸
与
を
受
け
て
い
る
方

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

◇
申
請
方
法
な
ど
、

　

詳
細
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
看
護
学
生
に
修
学
資
金（
奨
学
金
）を
貸
与
し
ま
す

　

市
民
病
院
で
は
、
平
成
19
年
2
月
か
ら
、
７
人
の
入
院
患

者
を
１
人
の
看
護
師
が
看み

る「
７
対
１
看
護
配
置
」の
病
棟
看

護
体
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
看
護
配
置
は
、
こ
れ
ま
で
の｢

10
対
１
看
護
配
置
」に

比
べ
、
よ
り
手
厚
く
看
護
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
医
療
の

安
全
確
保
と
質
の
高
い
看
護
の
提
供
を
目
指
す
も
の
で
す
が
、

看
護
配
置
の
維
持
に
は
、
多
く
の
看
護
職
員
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
春
に
開
院
予
定
の
掛
川
市
・
袋
井
市

新
病
院
で
も
、７
対
１
の
看
護
配
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の
看
護
職
員
に
勤
務
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
修
学
資
金
貸
与
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

看
護
師
・
助
産
師
の
養
成
施
設
に
在
学
中
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
病
院
管
理
課
総
務
経
営
係 

☎
４
３

−

２
５
１
１（
代
表
）

広報ふ くろい10月1日号
に 掲 載 します。校正をお願

9月10日 (木)午後3時までに、訂

広報ふ くろい10月1日号
に 掲 載 します。校正をお願

9月10日 (木)午後3時までに、訂

問
環
境
政
策
課
環
境
企
画
係　

☎
４
４

−

３
１
３
５

●
生
ご
み
た
い
肥
化
に
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
活
用

笠
原
地
区
の
省
エ
ネ
生
活
の
結
果
は
？

　

昨
年
10
～
12
月
に
か
け
て
、
笠
原
地
区
の
79
世
帯
が
挑
戦

し
た「
環
境
活
動
モ
デ
ル
地
区
事
業
」。
生
活
習
慣
の
見
直
し

に
よ
り
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
目

指
し
た
こ
の
事
業
で
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
資
源
の
竹
を
活
用
し
た
、生
ご
み
の
た
い
肥
化

　

笠
原
地
区
で
は
、
生
ご
み
の
た
い
肥
化
に「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」

を
活
用
。
地
域
資
源
を
有
用
に
利
用
し
、
生
ご
み
削
減
に
大

き
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

笠
原
地
区 

環
境
活
動
モ
デ
ル
地
区
事
業
の
結
果（
３
か
月
間
）

▽
ご
み
…
約
１
・
５
ト
ン
の
減（
う
ち
、生
ゴ
ミ
約
１
ト
ン
）

▽
二
酸
化
炭
素
…
約
１
・
８
ト
ン
の
減（
２
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

約
49
万
本
分
）

◇
市
で
は
、今
後
も「
環
境
活
動
モ
デ
ル
地
区
」を
設
置
し
、

地
域
で
の
エ
コ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

身
近
な
こ
と
か
ら
エ
コ
活
動
を
始
め
、
省
エ
ネ
生
活
や
二

酸
化
炭
素
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 竹

を
細
か
な
粉
末

状
に
砕
い
た
も
の
。

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
発
酵

に
よ
り
増
え
る
乳

酸
菌
な
ど
の
作
用

に
よ
り
、有
機
物
を

分
解
さ
せ
る
こ
と

で
、生
ご
み
を
た
い

肥
化
さ
せ
ま
す
。

竹
パ
ウ
ダ
ー

機械を使い、地元の竹から竹パウダー
を生成。参加協力家庭に配りました。

竹パウダーづくり

エコ！

▲塩尻市内にある
　分水嶺の石版

問
秘
書
広
報
課
秘
書
係　

☎
４
４

−

３
１
０
３

塩尻市の情報詳細は、塩尻市ホームページ（http://www.city.shiojiri.nagano.jp/)
をご覧いただくか、塩尻市観光課（☎0263-52-0280）までお問い合わせください。

水芭蕉咲くみどり湖の水辺


